
明
治
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

第
三
種
郵
便
物
認
可

（
在
留
期
間
の
更
新
）

（
在
留
期
間
の
更
新
）

第
二
十
一
条

﹇
略
﹈

第
二
十
一
条

﹇
同
上
﹈

２

前
項
の
申
請
に
当
た
つ
て
は
、
写
真
一
葉
並
び
に
申
請
に
係
る
別
表
第
三
の
六
の
上
欄
に
掲
げ
る
在
留
資
格

に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
資
料
及
び
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
資
料
各
一
通
を
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
地
方
出
入
国
在
留
管
理
局
長
が
そ
の
資
料
の
一
部
又
は
全
部
の
提
出
を
省
略
し
て

も
支
障
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

前
項
の
申
請
に
当
た
つ
て
は
、
写
真
一
葉
並
び
に
申
請
に
係
る
別
表
第
三
の
五
の
上
欄
に
掲
げ
る
在
留
資
格

に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
資
料
及
び
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
資
料
各
一
通
を
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
地
方
入
国
管
理
局
長
が
そ
の
資
料
の
一
部
又
は
全
部
の
提
出
を
省
略
し
て
も
支
障

が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３

第
一
項
の
申
請
が
次
に
掲
げ
る
者
に
係
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
前
項
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
写
真

の
提
出
を
要
し
な
い
。
た
だ
し
、
地
方
出
入
国
在
留
管
理
局
長
が
提
出
を
要
す
る
と
し
た
場
合
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。

３

第
一
項
の
申
請
が
次
に
掲
げ
る
者
に
係
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
前
項
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
写
真

の
提
出
を
要
し
な
い
。
た
だ
し
、
地
方
入
国
管
理
局
長
が
提
出
を
要
す
る
と
し
た
場
合
は
、こ
の
限
り
で
な
い
。

﹇
一
〜
三

略
﹈

﹇
一
〜
三

同
上
﹈

４

第
二
十
条
第
四
項
、
第
五
項
及
び
第
九
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
申
請
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
同
条
第
九
項
中
「
第
五
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
一
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
条
第

五
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

４

前
条
第
四
項
、
第
五
項
及
び
第
九
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
申
請
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
前
条
第
九
項
中
「
第
五
項
」
と
あ
る
の
は「
第
二
十
一
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
条
第
五
項
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

﹇
５
・
６

略
﹈

﹇
５
・
６

同
上
﹈

（
特
定
技
能
の
在
留
資
格
に
係
る
在
留
期
間
の
更
新
の
特
則
）

第
二
十
一
条
の
二

法
第
二
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
在
留
期
間
の
更
新
を
申
請
し
た
場
合
で
あ
つ
て
、
当

該
申
請
を
し
た
者
が
、
特
定
技
能
の
在
留
資
格
を
も
つ
て
本
邦
に
在
留
し
た
期
間
が
通
算
し
て
五
年
に
達
し
て

い
る
と
き
は
、
同
条
第
三
項
の
相
当
の
理
由
が
な
い
も
の
と
す
る
。

﹇
条
を
加
え
る
。﹈

（
申
請
内
容
の
変
更
の
申
出
）

（
申
請
内
容
の
変
更
の
申
出
）

第
二
十
一
条
の
三

第
二
十
条
第
一
項
の
申
請
を
し
た
外
国
人
が
、
当
該
申
請
を
在
留
期
間
の
更
新
の
申
請
に
変

更
す
る
こ
と
を
申
し
出
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
記
第
三
十
号
の
三
様
式
に
よ
る
申
出
書
一
通
を
地
方
出
入
国

在
留
管
理
局
に
出
頭
し
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
一
条
の
二

第
二
十
条
第
一
項
の
申
請
を
し
た
外
国
人
が
、
当
該
申
請
を
在
留
期
間
の
更
新
の
申
請
に
変

更
す
る
こ
と
を
申
し
出
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
記
第
三
十
号
の
三
様
式
に
よ
る
申
出
書
一
通
を
地
方
入
国
管

理
局
に
出
頭
し
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
申
出
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
当
該
申
出
に
係
る
第
二
十
条
第
一
項
の
申
請
が
あ
つ
た
日
に
第
二
十
一

条
第
一
項
の
申
請
が
あ
つ
た
も
の
と
み
な
す
。

２

前
項
の
申
出
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
当
該
申
出
に
係
る
第
二
十
条
第
一
項
の
申
請
が
あ
つ
た
日
に
前
条
第
一

項
の
申
請
が
あ
つ
た
も
の
と
み
な
す
。

３

第
一
項
の
申
出
を
受
け
た
地
方
出
入
国
在
留
管
理
局
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
外
国
人

に
対
し
、
写
真
一
葉
並
び
に
申
出
に
係
る
別
表
第
三
の
六
の
上
欄
に
掲
げ
る
在
留
資
格
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同

表
の
下
欄
に
掲
げ
る
資
料
及
び
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
資
料
各
一
通
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

第
一
項
の
申
出
を
受
け
た
地
方
入
国
管
理
局
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、当
該
外
国
人
に
対
し
、

写
真
一
葉
並
び
に
申
出
に
係
る
別
表
第
三
の
五
の
上
欄
に
掲
げ
る
在
留
資
格
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄

に
掲
げ
る
資
料
及
び
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
資
料
各
一
通
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

第
十
九
条
第
三
項
、
第
二
十
条
第
四
項
及
び
前
条
の
規
定
は
、
第
一
項
の
申
出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
第
十
九
条
第
三
項
中
「
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
一
条
の
三
第
一
項
」
と
、「
及
び
前

項
に
定
め
る
手
続
」
と
あ
る
の
は
「
、
第
二
十
一
条
の
三
第
三
項
に
定
め
る
資
料
の
提
出
及
び
第
二
十
一
条
の

三
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
条
第
四
項
に
定
め
る
手
続
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

４

第
十
九
条
第
三
項
及
び
第
二
十
条
第
四
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
申
出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
第
十
九
条
第
三
項
中
「
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
」
と
、「
及
び
前
項
に
定

め
る
手
続
」
と
あ
る
の
は
「
、
第
二
十
一
条
の
二
第
三
項
に
定
め
る
資
料
の
提
出
及
び
第
二
十
一
条
の
二
第
四

項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
条
第
四
項
に
定
め
る
手
続
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

５

第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
外
国
人
が
疾
病
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
自
ら
出
頭
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
に
は
、
当
該
外
国
人
は
、
地
方
出
入
国
在
留
管
理
局
に
出
頭
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
は
、
当
該
外
国
人
の
親
族
又
は
同
居
者
若
し
く
は
こ
れ
に
準
ず
る
者
で
地
方
出
入
国
在
留
管
理
局
長
が
適
当

と
認
め
る
も
の
が
、
本
邦
に
あ
る
当
該
外
国
人
に
代
わ
つ
て
第
一
項
に
定
め
る
申
出
書
及
び
第
三
項
に
定
め
る

資
料
の
提
出
並
び
に
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
条
第
四
項
に
定
め
る
手
続
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

５

第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
外
国
人
が
疾
病
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
自
ら
出
頭
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
に
は
、
当
該
外
国
人
は
、
地
方
入
国
管
理
局
に
出
頭
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、

当
該
外
国
人
の
親
族
又
は
同
居
者
若
し
く
は
こ
れ
に
準
ず
る
者
で
地
方
入
国
管
理
局
長
が
適
当
と
認
め
る
も
の

が
、
本
邦
に
あ
る
当
該
外
国
人
に
代
わ
つ
て
第
一
項
に
定
め
る
申
出
書
及
び
第
三
項
に
定
め
る
資
料
の
提
出
並

び
に
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
条
第
四
項
に
定
め
る
手
続
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

６

﹇
略
﹈

６

﹇
同
上
﹈

第
二
十
一
条
の
四

第
二
十
一
条
第
一
項
の
申
請
を
し
た
外
国
人
が
、
当
該
申
請
を
在
留
資
格
の
変
更
の
申
請
に

変
更
す
る
こ
と
を
申
し
出
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
記
第
三
十
号
の
三
様
式
に
よ
る
申
出
書
一
通
を
地
方
出
入

国
在
留
管
理
局
に
出
頭
し
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
一
条
の
三

第
二
十
一
条
第
一
項
の
申
請
を
し
た
外
国
人
が
、
当
該
申
請
を
在
留
資
格
の
変
更
の
申
請
に

変
更
す
る
こ
と
を
申
し
出
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
記
第
三
十
号
の
三
様
式
に
よ
る
申
出
書
一
通
を
地
方
入
国

管
理
局
に
出
頭
し
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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